
資料１－４

グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　信州医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 24 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 292

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 25 対象 ド 透 I 未 訓 救 臨 感 輪 - 4 320

- 年度 平成22 年度 - 年度

264

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 23,670 非該当 １０：１ 264 -

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、須高地域（須坂市･小布施町･高山村）の中核病
院としての役割及び県内唯一の第一種感染症指定医療機
関、結核指定医療機関、エイズ治療中核拠点病院としての
責務を担っている。
　内視鏡センターや専門外来等を設け、地域の保健･医療･
福祉機関との連携のもと多面的な診療機能を発揮してい
る。
　また、地域包括ケア病棟を有し、地域医療機関や介護施
設等との連携を図り、地域包括ケアシステムの中核的役割
を果たしている。
　さらに、人材育成研修機能として、スキルスラボを活用
したシミュレーション研修や自治医科大学卒業医師などの
臨床研修病院としての機能も果たしている。H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 87.2 85.2 85.0 88.0 86.6当該値 100.1 98.4 96.8 100.4 98.6 当該値 75.8 69.9 73.4 77.8 75.9当該値 0.0 1.6 3.5 0.0 1.5

平均値 91.1 90.1 89.6 89.7 89.3平均値 98.0 97.2 97.0 97.8 97.0 平均値 71.3 72.6 73.5 74.1 74.4平均値 73.1 76.3 80.7 75.9 75.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、①経常収支比率、②医業収支比率ともに
前年度を下回った。
・④病床利用率は、2月以降新型コロナウイルス感染症受入
体制の整備、住民の受診控えの影響を受け、入院患者数が
減少したことにより前年度と比較して減少した。
・⑦職員給与費対医業収益比率は、退職者の増加により大
きく減少、⑧材料費対医業収益比率は、高額材料を使用し
た手術件数の増加による医療材料費用の増加、外来化学療
法及び血液内科での治療件数増加による高額薬剤使用の増
加に伴い、薬品費が伸びたため、前年度を上回る比率と
なった。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　減価償却費は、電子カルテ更新に伴い対前年度比で増加
した。また、建物建設から18年が経過し、多くの施設設備
や医療機器において経年劣化が進んでおり、故障や修理が
増加している。
　今後、年数の経過と共にさらに老朽化が進行し、更新が
必要な施設設備や医療機器の増加及び更新費用の増大が見
込まれるが、施設運営及び診療継続に必要不可欠であるた
め、中長期的な更新計画を策定し、緊急度、優先度を精査
した更新投資を行っていく必要がある。

R01 H27 H28 H29

19.8 20.4 21.4 21.6 24.252.8 当該値43,549 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 50,413 50,510 50,958 52,405

53.0 56.7 57.4 55.910,954 11,472 12,359 13,042 14,887 当該値

13,096 13,552 13,792 14,290

当該値 39,832 41,868 40,799 41,785

24.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　新型コロナウイルス感染症の影響による様々な課題に対
処するとともに、引き続き地域の医療ニーズに応じた診療
体制の充実を図り、医療の質の向上に努めるとともに、安
定した患者の確保、病床利用率の向上、高い診療単価の維
持による収益増加と費用節減を全職員で行い、経営改善を
図る。
　また、施設設備・医療機器は今後さらに老朽化が進行
し、更新時期が重なることが考えられる。診療機能を維持
していくため、設備・機器の状態を把握し、緊急度、優先
度の精査を行い、費用を平準化した更新計画を策定し、整
備を行っていく。H27 H28 H29 H30 R01 H27

56.2 平均値 23.9 23.8 23.9 23.615,111 平均値 54.8 55.8 56.1 56.053,523 平均値

H29 H30 R01

当該値 43.5 48.6 49.2 46.9 50.3 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

28,013,852 28,664,598 30,863,145 32,863,759 33,767,72263.6 当該値

平均値 50.3 49.8 50.9 51.9

76.3 77.7 77.1 58.3

49,696,71869.4 平均値 42,578,034 45,645,830 47,082,778 48,918,36452.9 平均値 65.7 65.0 66.8 68.2
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

27,879,71269.5 平均値 26,363,375 26,996,532 27,577,179 27,722,47352.3 平均値 61.8 66.3 70.0 68.2平均値 44.3 46.7 48.4 50.2

70.1 81.9 83.6 62.0

H29 H30 R01

当該値 26.1 31.1 35.0 37.5 42.1 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

27,299,217 27,351,860 27,463,783 29,143,566 29,180,20269.4 当該値

8.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和元年度は、①緊急時の入院受入れ体制の充
実、②病床利用率80％の達成、③医療・福祉との
連携強化、外来救急・ウォークインへの適切な対
応の３点を目標として取り組んだ。
　引き続き政策医療を担う県立精神科病院とし
て、精神科救急、ｍ-ＥＣＴ（修正型電気痙攣療
法）、クロザピンの投与等の専門医療、アルコー
ル・薬物依存症、児童・思春期、青年期の精神疾
患への専門医療など、多職種チームによる高度な
専門医療を提供し、他の医療機関では治療困難な
精神疾患を持つ患者の受入れを行っていく。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

89.7 平均値 8.4 8.1 8.1 7.97,891 平均値 84.6 85.6 86.5 87.621,604 平均値平均値 20,395 20,681 21,037 21,418

69.0 74.1 71.6 73.06,363 6,234 6,576 6,747 6,963 当該値

8,536 8,502 8,542 8,518

当該値 27,183 26,821 27,120 27,093 27,429 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、類似病院平均値が下がる中、経
常収支比率、医業収支比率ともに前年度を上回っ
た。これは、入院診療単価の高単価維持、外来デ
イケア、訪問看護の利用者増による。
・病床利用率は、措置入院件数の減少により前年
と比較して下回った。
・職員給与費対医業収益比率は、退職者の増加に
より減少した。
・材料費対医業収益比率は、高額薬剤使用の増加
や材料費の増加により、前年度を上回る比率と
なった。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 ・有形固定資産は病院建築後の年数が浅いため、
当面は施設維持に多額の費用を要する見通しはな
い。しかし、徐々に設備の修繕が増えていること
から、今後施設の適切な管理を行い長寿命化を図
るとともに、将来の大規模修繕・増改築に備える
必要がある。
・器械備品については、平成30年度に医療情報シ
ステム（電子カルテ）更新を行ったため、元年度
は減価償却率が上昇した。その他の器械備品につ
いては償却率の上がり方の傾向から、今後入替え
やメンテナンス等の費用が増加することが予想さ
れる。

R01 H27 H28 H29

5.3 5.2 5.7 5.7 6.070.8 当該値

平均値 74.8 73.4 72.3 72.1 69.8平均値 184.4 163.2 179.0 176.9 177.9平均値 69.8 69.4 68.9 68.4 66.9平均値 101.1 101.2 100.9 100.9 99.7

当該値 78.3 77.4 80.4 79.7 79.2当該値 0.0 3.6 0.1 0.5 1.964.7 69.3 67.3 68.5当該値 100.8 96.7 99.9 97.2 98.3

Ⅰ 地域において担っている役割
　24時間体制の精神科救急医療、アルコール・薬
物依存症、児童・思春期精神医療など多職種チー
ムによる専門医療を提供している。また、他の医
療機関では治療困難な精神疾患を持つ患者を全県
から受入れている。認知症医療については、地域
の関係機関と連携し、近隣市町村で進める認知症
ケアパスに参加している。
 また、県内の精神科医療の向上に寄与するた
め、「精神科研修・研究センター」を設置し、医
師や医療スタッフの育成や調査・研究に力を入れ
ている。H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 70.3

- 年度 平成22 年度 - 年度

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 10,170 非該当 １０：１ - -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 1 - - - 129 - 129

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 精神科病院 精神病院 非設置 -

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　こころの医療センター駒ヶ根

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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③１床当たり有形固定資産(円)
【48,132,898】
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　阿南病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 85

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 12 - ド 透 救 へ - - 85

- 年度 平成22 年度 - 年度

77

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 10,994 第１種該当 １０：１ 77 -

Ⅰ 地域において担っている役割
　長野県下伊那南部地域の中核病院として二次医
療を担っており、へき地医療拠点病院、救急告示
病院として、地域住民の疾病予防、早期発見、治
癒及び救急患者の対応に寄与している。
　さらに、交通事情や地域ニーズに合ったへき地
巡回診療や、訪問診療・訪問看護・訪問リハビリ
などの在宅医療にも力を入れた地域医療を提供し
ている。
　また、併設の阿南介護老人保健施設とも連携
し、医療と福祉の切れ目のないサービスを提供し
ている。H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 64.6 67.7 68.1 66.5 63.1当該値 103.6 107.4 109.7 108.3 103.3 当該値 53.8 62.1 67.1 62.1 54.8当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

平均値 79.6 77.9 78.1 77.0 77.1平均値 98.0 98.4 98.2 97.5 97.7 平均値 66.6 66.8 67.9 66.9 66.1平均値 101.2 107.2 114.4 117.0 118.8

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、患者数及び手術件数の減少など
から、①経常収支比率、②医業収支比率ともに前
年度を下回った。
・④病床利用率は、入院患者数の落ち込みが激し
く前年度と比較して減少した。
・⑦職員給与費対医業収益比率は、医業収益の落
ち込みにより比率は上昇、⑧材料費対医業収益比
率は横ばいで推移。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　本館棟は耐震化改築工事により2013年に新館と
なったが、1985年に建築された東館、西館につい
てはともに築30年を超え、漏水等の不具合箇所が
生じている。今後は、計画的に修繕を実施すると
ともに、建て替えを視野に入れた経営計画を検討
していく必要がある。
　また、器械備品減価償却率が高く、器械の老朽
化が進んでいるため、収支のバランスを踏まえ、
計画的に器械を更新する必要がある。

R01 H27 H28 H29

8.5 7.9 8.7 8.7 8.857.6 当該値28,291 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 24,371 24,882 25,249 25,711

45.3 45.4 51.1 53.18,054 8,132 7,106 6,910 8,077 当該値

8,736 8,797 8,852 9,060

当該値 28,097 27,734 27,568 28,373

16.0

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率が5年連続で100%を達成している
が、医業収支比率が60%台で推移しており、本来
の医業活動から生じる医業収益だけで賄われてい
る状況ではない。
　当地域唯一の中核病院として少子高齢化で人口
減少が進む地域において、地域医療構想における
当院の役割を考え、地域包括ケア病床の開設など
の運営地域のニーズに沿った病院運営を進めると
ともに、患者中心の優しさと思いやりのある地域
医療の推進に努める。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

72.0 平均値 17.9 17.4 17.0 16.59,135 平均値 67.5 69.5 70.3 71.126,415 平均値

H29 H30 R01

当該値 27.9 33.7 39.1 42.4 46.3 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

52,097,471 52,895,353 53,209,518 53,466,282 54,181,97680.7 当該値

平均値 52.6 54.2 53.8 56.1

65.9 73.2 80.6 78.7

40,117,62073.4 平均値 36,094,355 36,941,419 38,480,542 38,744,03556.4 平均値 68.0 70.0 71.0 73.2
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　木曽病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

19 - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 176

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 18 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 感 へ 災 輪 - 4 199

- 年度 平成22 年度 - 年度

147

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 16,275 非該当 １０：１ 128 19

Ⅰ 地域において担っている役割
　当院は、木曽医療圏で唯一の病院として、24時
間365日体制による救急の対応、災害時における
医療活動の拠点としての活動、無医地区への巡回
診療やへき地診療所への支援、地域がん診療病院
としてのがん治療など、地域医療を提供してい
る。
　また、令和２年３月に介護医療院を開院し医療
と介護を一体的に提供する体制を整えると共に、
併設の木曽介護老人保健施設と提携し医療と福祉
の切れ目のないサービスを提供している。
　当医療圏は中山間地域であり、高齢化が進んで
いることから、訪問看護等の在宅医療への地域か
らの期待は大きい。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 84.8 81.0 79.1 81.4 79.5当該値 99.4 97.6 97.8 100.8 99.1 当該値 54.0 53.6 49.5 55.8 50.4当該値 0.7 2.6 2.3 0.0 0.9

平均値 86.2 85.7 85.9 86.0 84.3平均値 96.6 96.2 97.2 97.5 96.9 平均値 69.8 71.2 73.0 72.1 70.4平均値 81.6 84.7 86.8 90.8 120.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、①経常収支比率、②医業収支比
率ともに前年度を下回った。
・④病床利用率は、入院患者数減少の影響を受け
たことにより前年度と比較して減少した。
・⑦職員給与費対医業収益比率は、患者数減少に
伴う医業収益の減少により比率が上昇、⑧材料費
対医業収益比率は、薬品費の減少により、前年度
を下回る比率となった。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 　有形固定資産、機械備品減価償却費率は類似病
院の平均値をいずれも上回っており、老朽化は解
消されていない。
　将来的には、施設の全面改築も含めて検討が必
要である。

R01 H27 H28 H29

24.5 20.5 18.6 17.5 16.558.9 当該値37,189 当該値

H29 H30H28 H29 H30 R01 H27 H28

平均値 45,085 44,825 45,494 47,924

46.1 52.2 56.7 56.312,754 11,618 10,912 10,601 10,040 当該値

11,881 12,023 12,309 12,502

当該値 35,777 34,771 35,206 35,592

17.5

2. 老朽化の状況

全体総括

　木曽地域の人口減少、救急搬送件数の減少、イ
ンフルエンザ患者の減少、新型コロナウイルス感
染症流行等への対応の要因により、入院患者数が
減少し、病床利用率が全国平均を大きく下回って
いる。検診等の予防医療や訪問看護等の在宅医療
を推進するなど医療の質を向上させながら支出を
必要最小限に抑え、経営の効率化を図る必要があ
る。

H27 H28 H29 H30 R01 H27

63.3 平均値 22.0 20.9 20.7 20.610,602 平均値 58.3 59.7 59.0 59.435,788 平均値

H29 H30 R01

当該値 41.4 46.1 47.4 54.4 58.0 当該値

H28 H29 H30 R01 H27 H28

25,739,077 26,891,236 24,902,297 27,835,255 34,279,35788.2 当該値

平均値 48.1 44.7 46.9 48.6

66.3 72.5 73.3 83.8

41,891,21371.7 平均値 39,301,664 41,260,555 41,975,086 43,785,07054.6 平均値 66.5 64.2 67.3 70.1
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

②器械備品減価償却率(％)
【70.0】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【53,621】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（令和元年度決算）
長野県地方独立行政法人長野県立病院機構　こども病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

地方独立行政法人 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 非設置 200

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 18 対象 I 未 訓 ガ 救 臨 地 - - 200

- 年度 平成22 年度 - 年度

180

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 25,896 非該当 ７：１ 180 -

Ⅰ 地域において担っている役割
当院は、長野県唯一のこども専門の病院として平
成５年に開設され、一般の医療機関では対応が困
難な高度な小児医療の中核病院、県の総合周産期
母子医療センターとしての機能を担っている。
　近年、高度救命救急医療に加え、最先端の機器
を活用した早期発見、予防医療等のプレホスピタ
ルケア、在宅移行支援やキャリーオーバー対応等
のポストホスピタルケア、難治性小児一般疾患
（小児食物アレルギー）への対応等、幅広い分野
での、果たすべき役割への期待が高まっている。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 79.2 78.4 79.2 81.9 79.3当該値 99.7 98.5 100.2 103.2 99.7 当該値 74.3 74.1 73.4 76.3 71.9当該値 0.3 1.6 0.0 0.0 0.3

平均値 86.2 85.7 85.9 86.0 86.0平均値 96.6 96.2 97.2 97.5 96.9 平均値 69.8 71.2 73.0 72.1 72.9平均値 81.6 84.7 86.8 90.8 81.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

・令和元年度は、①経常収支比率、②医業収支比
率ともに前年度を下回ったが、経常収支比率は類
似病院平均を上回っている。
・④病床利用率は、長期入院患者の減少や手術の
抑制など、入院患者数が減少したことにより前年
度と比較して減少した。
・⑦職員給与費対医業収益比率は、職員数や超過
勤務手当の増加により比率が大きく上昇、⑧材料
費対医業収益比率は、診療材料費用の増加により
前年度を上回る比率となった。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 類似病院の平均値と比較すると、有形固定資産の
減価償却率、器械備品減価償却率とも、老朽化の
状況は類似病院並みと考えられる。
　１床当たり有形固定資産に関しては、全国平均
に比べ高額となっているが、高度先進医療を提供
するために行ってきた必要不可決な投資であると
考える。
　将来的には、施設の全面改築も含めて検討が必
要である。
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20.5

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常収支比率は前年度より下回ったが、類似病
院平均及び全国平均を上回っている。
　医業収益は高額な手術件数の増加や外来患者数
の増加に伴い収益は増加したが、職員及び超過勤
務手当等の給与費増加や材料費の増加により費用
も増加している。
　今後は、働き方改革への対応も踏まえて、引き
続き給与費等の圧縮による支出の抑制を図ってい
く。H27 H28 H29 H30 R01 H27
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